
第
十
国
議
　
悪
闘
號

昭
和
三
年

一
月
一
日
獲
行

．（

怺
ｪ
第
四
十
九
號
）

厨

股
人
の
分
布
ご
其
の
径
路
に
就
い
て

　
　
　
　
幽

　
支
那
の
現
在
住
民
の
灘
先
が
ざ
う
い
ふ
風
に
東
亜
地
方

に
廣
が
つ
て
今
猶
の
支
那
人
に
な
っ
た
か
、
、
土
着
先
回
民

族
ご
移
住
「
民
族
ご
の
遜
刷
が
あ
る
か
、
若
し
あ
る
な
ら
ば

奨
の
間
に
如
何
な
る
閣
下
が
あ
る
か
ご
い
ふ
問
題
は
日
本

民
族
の
字
源
を
研
究
す
る
に
も
支
那
の
古
代
史
を
研
究
す

る
に
も
等
し
く
必
要
で
あ
る
。
我
々
は
こ
め
問
題
を
解
繹

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
股
人
の
分
謝
亡
興
の
継
路
に
就
い
て

．
（
上
）

小
　
川

琢
　
治
．

す
る
一
關
鍵
と
し
て
逸
周
書
王
會
篇
に
見
え
か
北
支
那
の

先
秦
蕃
族
に
就
い
て
研
究
し
た
私
考
を
内
藤
博
士
還
暦
記

念
論
叢
に
掲
げ
π
o
其
の
結
論
は
先
秦
時
代
に
蕃
族
帥
ち

戎
秋
ご
呼
ん
で
、
中
央
の
文
化
民
族
ε
し
て
膚
ら
誇
っ
た

諸
夏
の
差
別
待
遇
は
人
種
上
の
匿
別
に
因
ら
な
い
、
軍
に

文
化
程
度
の
差
等
に
過
ぎ
諏
こ
ご
、
な
り
、
其
の
閣
係
は

恰
も
ツ
キ
デ
イ
デ
ス
の
ぺ
貿
ポ
ネ
ン
ス
戦
誰
々
の
首
篇
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
嚇
號
　
　
　
　
ら
　
（
一
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
搬
人
の
分
霧
ミ
其
の
経
路
に
就
い
て

述
べ
た
所
ε
同
じ
く
、
先
秦
の
中
細
ご
孟
秋
ε
の
間
に
も

其
の
租
先
の
時
代
に
行
は
れ
た
低
級
な
る
風
響
が
久
し
く

戎
秋
に
残
っ
て
み
た
事
實
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六

朝
時
代
に
西
蒐
に
行
は
れ
た
部
族
の
姓
別
が
般
周
人
の
租

先
に
現
存
し
た
の
は
そ
の
最
も
著
し
い
一
例
で
あ
る
。

　
春
秋
戦
國
の
問
に
戎
秋
ε
呼
ん
だ
も
の
に
は
支
那
文
化

地
域
の
聴
器
に
在
っ
て
未
だ
生
活
歌
態
が
内
地
ほ
ざ
進
ん

で
み
な
か
っ
た
も
の
、
其
の
仲
聞
で
内
地
に
移
住
し
て
も

山
間
僻
地
に
み
て
充
分
丈
化
の
浸
潤
せ
な
ん
だ
も
の
、
内

地
移
住
の
日
術
ほ
淺
く
し
て
同
化
さ
れ
て
み
な
ん
だ
も
の

等
種
々
あ
っ
て
、
皆
な
戎
秋
と
い
ふ
名
繋
の
下
に
包
含
さ

れ
元
。

　
從
っ
て
又
た
支
那
本
部
の
北
牢
、
即
ち
黄
河
の
中
流
及

び
下
流
を
含
む
先
秦
の
文
化
地
域
、
郎
ち
河
潅
流
域
に
於

け
る
住
民
に
駕
し
て
眞
の
土
着
原
住
民
族
ご
移
住
民
族
と

を
甚
別
し
て
、
之
に
入
種
迫
上
の
意
昧
を
與
へ
る
こ
と
が

出
漁
ぬ
ら
し
く
、
少
く
ご
も
現
在
で
は
之
を
確
め
る
材
料

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
二
　
（
　
　
ご
）

が
映
乏
し
て
匿
別
す
る
こ
ε
が
困
難
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ

る
。

　
然
し
な
が
ら
其
の
移
動
の
仕
方
を
窺
る
に
欧
洲
の
先
吏

時
代
か
ら
古
代
を
逼
じ
て
起
つ
だ
民
族
の
移
住
ε
趣
を
一

に
し
、
彼
に
在
っ
て
希
臓
羅
馬
爾
民
族
は
勿
論
ケ
ル
ト
、

ス
ラ
ブ
等
の
諸
族
が
何
れ
も
東
方
か
ら
西
遷
し
、
又
た
地

中
海
の
封
岸
弗
洲
北
部
か
ら
北
進
し
た
諸
族
も
あ
っ
た
が

此
に
在
っ
て
も
西
方
帥
ち
隊
亜
大
陸
の
内
部
即
ち
中
亜
か

ら
束
遷
し
た
も
の
が
確
か
に
認
め
ら
れ
、
術
ほ
北
回
簾
線

以
南
の
熟
帯
民
族
の
北
遷
し
だ
も
の
も
あ
っ
た
か
も
知
れ

澱
の
で
あ
る
。

　
支
那
古
丈
獄
の
徴
す
べ
き
も
の
は
前
者
に
限
ら
れ
、
後

者
に
廻
し
て
は
一
壷
考
古
學
上
の
探
究
を
竣
っ
て
初
め
て

閾
明
し
得
ら
る
べ
き
も
、
現
在
は
全
く
暗
雲
に
包
ま
れ
て

る
る
Q
且
つ
縦
し
直
明
さ
れ
て
南
方
民
族
ご
の
血
縁
の
關

係
が
深
い
こ
ご
が
知
れ
て
も
、
支
那
文
化
の
起
源
に
樹
し

て
は
西
方
民
族
の
如
く
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で



な
い
こ
ビ
だ
け
は
賂
ぽ
察
す
る
に
難
く
な
い
。

　
支
那
民
族
の
魁
先
を
突
き
留
め
る
に
は
歴
史
時
代
か
ら

原
史
及
び
先
史
時
代
に
渕
っ
て
そ
の
分
布
及
び
移
住
の
出

路
を
探
究
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
然
る
に
現
在
は
先
史
時
代
の

研
究
が
甚
だ
幼
稚
で
、
漸
く
近
頃
佛
人
リ
ヅ
ン
氏
団
。
o
簿

の
寧
夏
近
傍
及
び
陳
西
省
北
部
に
二
三
の
古
石
器
時
代
の

遺
跡
が
登
黒
し
た
に
止
り
、
是
か
ら
初
め
て
黎
明
期
に
入

ら
ん
ご
す
る
位
麗
に
在
る
。
但
し
島
村
（
孝
三
郎
）
法
學
士

の
天
津
黄
河
白
河
博
物
館
に
り
氏
を
訪
ひ
、
そ
の
早
掘
物

を
一
覧
し
た
所
に
依
れ
ば
、
打
製
石
器
ε
共
に
出
π
脳
骸

は
著
し
ぐ
廣
頭
ら
し
く
見
え
た
ε
い
ひ
、
河
南
遼
東
の
新

石
器
時
代
の
頭
骨
狡
頭
な
る
と
骨
格
上
差
異
が
あ
る
ら
し

・
い
の
は
大
に
注
意
す
べ
き
で
、
叉
た
そ
の
出
土
の
地
暦
が

黄
土
の
下
の
砂
礫
履
で
あ
る
こ
ご
か
ら
推
し
て
、
將
來
河

南
直
隷
山
東
等
の
黄
土
暦
の
下
か
ら
獲
見
さ
る
べ
き
可
能

性
あ
る
こ
ご
も
見
赴
す
可
ら
ざ
る
所
ご
想
は
れ
る
。

　
新
石
器
時
代
に
降
れ
ば
近
時
巌
々
か
ら
の
出
土
が
あ
っ

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
毅
人
の
分
布
ビ
北
ハ
の
径
路
に
就
い
て

て
、
就
中
導
束
宇
島
魏
子
窩
で
濱
田
博
士
等
の
登
挿
し
π

所
で
は
石
器
及
び
銅
器
を
含
む
累
暦
に
戦
國
燕
秦
時
代
か

ら
漢
初
に
亙
る
古
墨
を
出
し
、
そ
の
下
層
に
人
骨
を
出
し

た
こ
聞
く
が
、
こ
の
下
暦
は
或
は
春
秋
時
代
ま
で
彫
り
得

る
か
も
知
れ
ぬ
も
の
で
、
此
の
衝
撃
の
何
れ
か
や
位
澄
か

ら
推
し
て
王
三
士
の
良
夷
帥
ち
列
陽
（
樂
浪
）
夷
に
當
る
べ

く
想
像
さ
れ
る
。
此
の
場
合
は
何
れ
も
黄
土
履
の
下
層
を

占
む
る
西
方
の
古
石
器
層
よ
り
も
遙
か
に
新
ら
し
い
こ
ご

も
亦
た
想
像
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
原
住
民
族
に
關
す
る
知
識
は
大
に
十
拳
に
期

待
さ
れ
る
が
、
現
在
は
此
等
の
結
果
か
ら
我
々
の
當
面
の

問
題
に
直
接
の
支
持
を
得
る
に
至
ら
海
○

　
原
史
時
代
か
ら
先
史
時
代
に
入
る
間
に
至
れ
ば
、
三
更

及
び
諸
子
に
載
っ
た
傳
承
の
外
に
金
文
及
び
魑
誓
文
が
あ

る
。
後
者
に
篠
り
膏
土
時
代
帥
ち
般
代
以
前
の
民
族
分
布

を
確
知
す
る
に
は
爾
ほ
不
充
分
で
あ
る
が
、
前
者
に
は
頗

る
支
那
民
族
の
由
來
を
知
る
材
料
が
あ
る
。
前
稿
は
此
等

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
三
　
（
　
　
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
股
人
の
分
窟
ミ
其
の
径
路
に
就
い
て

に
基
い
て
春
秋
時
代
伊
洛
流
域
の
戎
族
の
移
住
年
代
こ
そ

の
來
束
の
径
路
の
略
ぼ
明
か
な
る
場
合
か
ら
韓
人
の
麗
先

に
關
す
る
経
書
（
毛
重
大
雅
量
篇
）
に
見
え
た
移
住
穫
路
の

記
載
に
曇
り
、
更
に
穆
天
子
傳
（
恕
二
）
に
糠
り
周
般
爾
民

族
の
郷
土
が
甘
蹴
省
地
方
に
在
る
べ
き
を
知
つ
だ
。
前
払

（
内
藤
博
士
記
念
論
叢
北
支
那
先
秦
蕃
族
考
）
に
未
だ
論
及

せ
な
ん
だ
黙
は
近
刊
狩
野
博
士
記
念
論
叢
穆
天
子
傳
考
に

掲
載
し
た
Q
然
れ
ざ
も
爾
稿
共
に
衙
ほ
詳
ら
か
に
述
べ
能

は
ざ
り
し
黙
が
頗
る
多
い
か
ら
般
人
に
聾
し
て
昨
年
支
那

學
會
の
講
演
を
補
足
し
て
左
に
少
し
く
論
究
す
る
。

　
　
　
　
二

　
爾
稿
に
述
べ
た
所
に
よ
り
明
か
塗
る
如
く
穆
天
子
傳
の

最
後
の
成
形
が
戦
國
時
代
ま
で
降
る
か
も
知
れ
諏
こ
し
て

も
、
そ
の
西
周
時
代
か
ら
簿
は
つ
た
記
録
の
寄
り
多
く
改

蜜
さ
れ
な
い
も
の
た
る
は
明
か
に
認
め
ら
れ
、
開
戦
交
化

地
域
た
る
溜
洛
爾
河
域
の
北
方
及
び
西
方
の
邊
縁
の
釈
態

を
窺
ふ
先
秦
唯
一
の
族
行
郵
程
で
、
，
般
用
爾
民
族
の
郷
土

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
（
　
四
）

を
決
定
す
る
ご
同
時
に
當
時
の
交
蓮
路
を
辿
る
手
掛
り
こ

な
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
此
の
書
に
由
る
地
名
の
位
置
を
改
定
す
る
に
贈
り
墾
照

し
得
る
古
地
理
書
は
山
海
経
漢
書
地
理
志
及
び
水
軍
注
で

あ
る
が
、
互
に
異
っ
た
漢
字
で
示
し
た
も
の
で
、
古
音
今

音
の
相
異
の
あ
る
異
字
の
通
用
を
確
齢
し
て
初
め
て
開
か

ビ
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
他
頭
暑
叉
は
尾
暑
の

清
失
又
は
省
略
が
常
に
行
は
れ
、
且
つ
時
こ
し
て
は
同
名

が
緩
急
二
種
に
綴
ら
れ
て
一
字
ご
二
字
ご
に
な
っ
た
例
も

頗
る
多
い
の
で
あ
る
。
此
の
最
後
の
場
合
に
は
日
本
語
を

漢
字
に
綴
る
に
當
っ
て
採
用
し
た
萬
葉
假
名
ビ
全
く
同
じ

用
法
が
認
め
ら
れ
る
0

　
第
晶
は
現
今
遼
東
掌
島
の
地
名
に
古
鮮
卑
族
の
慕
容
氏

を
牧
羊
叉
は
牧
養
に
綴
る
の
こ
同
じ
く
、
古
・
今
一
の
墾
化

が
明
か
な
ら
ぬ
場
合
に
原
書
が
慕
（
噸
婚
、
司
）
か
牧
（
ボ
ク
）
何
れ

に
近
か
っ
た
、
又
は
莫
（
バ
ク
）
が
本
旭
日
で
あ
っ
た
を
確
ん
郷

し
難
く
、
唯
だ
同
一
酷
な
る
を
推
定
し
得
に
止
る
。
此
の



例
に
該
適
す
る
古
地
名
が
上
に
暴
げ
た
諸
書
に
頗
る
多

い
Q

　
第
二
の
場
合
は
馨
無
闇
ご
無
慮
卜
盧
、
不
貸
下
ビ
今
支

の
場
合
及
び
邪
｛
婁
と
邪
に
見
る
如
く
、
亦
た
頗
る
普
涌
…
な

る
べ
き
も
、
今
の
一
宇
の
地
名
が
二
字
か
ら
成
っ
て
み
た

原
名
に
渤
り
得
る
例
は
甚
だ
乏
し
く
、
僅
か
に
不
周
（
西

山
経
）
ご
周
、
不
齊
（
殼
祝
解
）
ε
齊
の
爾
地
名
が
前
例
ご

共
通
な
る
を
認
め
る
位
で
あ
る
。

　
第
三
は
毫
、
薄
ご
蒲
姑
、
蒲
姑
の
例
か
ら
類
推
し
得
る

も
の
で
、
之
に
比
較
し
得
る
も
の
は
特
に
頻
繁
に
出
門
ふ

而
し
て
其
の
調
比
に
當
り
語
尾
の
子
音
が
延
び
て
一
字
ご

し
て
附
加
さ
れ
る
以
外
に
薦
と
9
又
は
k
ε
の
優
別
が

殆
ん
ざ
認
め
ら
れ
す
し
て
、
歩
運
ε
商
、
番
吾
ε
膜
、
薄

毫
の
如
く
通
用
さ
れ
た
場
合
が
注
意
さ
れ
る
。

　
前
後
爾
稿
及
び
本
稿
に
試
む
る
歴
史
地
理
的
研
究
は
從

來
支
那
及
び
西
洋
學
者
の
音
韻
學
上
の
方
法
ご
趣
を
異
に

し
た
此
等
の
古
代
固
有
名
詞
綴
り
方
に
基
く
も
の
で
、
六

　
　
　
第
十
一
一
一
巷
　
　
研
　
究
　
　
工
人
の
分
布
定
其
の
回
路
に
就
い
て

朝
以
後
に
登
達
し
た
豊
野
の
細
別
を
無
睨
ぜ
ん
ご
す
る
の

で
あ
る
。
明
代
に
出
來
た
華
夷
課
語
を
観
る
に
日
本
語
に

覧
て
だ
漢
字
が
矢
張
り
萬
葉
醜
名
に
類
似
し
た
綴
り
方

で
あ
る
の
か
ら
推
し
て
そ
の
正
鵠
を
失
は
ざ
る
を
知
る
べ

く
、
聲
韻
に
拘
泥
す
る
方
法
の
屡
心
柱
の
不
結
果
に
陥
る

べ
き
も
察
し
得
ら
れ
る
〇

　
　
　
　
三

　
般
人
の
郷
土
ゼ
そ
の
來
往
の
径
路
を
論
ず
る
に
先
ち
て
．

支
那
本
部
に
入
っ
て
か
ら
如
何
に
分
布
し
た
か
を
考
へ
ね

ば
な
ら
澱
。
誌
代
文
化
の
中
心
π
る
國
都
毫
及
び
國
名
般

商
に
就
い
て
経
更
に
傳
へ
た
所
に
久
し
く
疑
義
が
幡
蠣
し

王
静
安
（
下
男
）
の
最
近
の
研
究
が
出
て
傳
承
の
下
下
を
正

し
得
た
（
観
堂
集
林
巻
十
二
）
。
亙
れ
ざ
王
氏
の
當
て
淀
契

以
來
の
都
の
位
概
は
漏
し
も
鑑
く
正
鵠
に
中
っ
て
る
と
は

認
め
ら
れ
澱
。

　
王
氏
は
水
輪
注
（
懇
十
九
）
に

　
沼
…
水
叉
東
欧
轡
都
城
北
、
故
蕃
邑
、
般
契
之
皇
居
、
世
本
日
契

　
　
　
　
　
　
　
第
一
続
　
　
　
五
　
（
　
玉
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
股
入
の
分
窟
ミ
奨
の
径
路
に
蕊
い
て

　
居
蕃
、
闘
…
駅
日
黒
革
鄭
西
、
然
則
今
轡
甲
羅
突
、
俗
名
之
赤
城
、

　
水
日
赤
水
、
非
也
、

ご
い
ふ
里
中
に
引
い
た
豊
本
の
語
に
擦
）
、
而
か
も
そ
の

位
置
に
賦
し
て

　
疑
母
親
志
魯
國
悪
難
縣
、
槻
相
等
之
都
、
在
束
岳
下
、
可
知
、

ε
い
ひ
、
獅
鼻
元
の
溜
水
流
域
華
州
の
西
に
在
る
ご
す
る

説
を
否
定
し
て
、
山
東
縢
縣
に
量
る
漢
の
蕃
縣
ご
せ
ん
こ

し
た
。

　
今
按
す
る
に
急
雷
の
轡
宇
が
璽
の
合
字
か
否
か
は
明
か

な
ら
訟
も
、
恐
ら
く
は
蕃
ご
轡
宮
同
音
同
義
の
字
で
、
轡

が
誤
に
逃
す
ご
す
る
も
亦
た
同
音
な
る
が
纏
め
に
通
用
し

建
っ
て
契
の
故
居
た
る
傳
説
も
此
に
存
し
た
ご
考
へ
得
ら

れ
る
。

　
爾
書
正
義
（
窓
七
）
「
旨
契
至
子
成
果
八
遷
」
の
下
心
に
擦

れ
ば

　
適
職
臼
契
本
工
商
國
、
在
太
華
之
腸
、
皇
甫
離
塁
今
上
洛
商
是

　
也
、
（
股
本
紀
集
解
も
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
　
山
ハ
　
（
　
　
　
山
ハ
）

ご
い
ひ
、
華
由
の
南
に
在
り
ご
す
る
が
、
此
の
華
州
も
少

華
山
の
北
に
在
る
。
故
に
般
人
の
講
評
が
山
賑
の
南
北
爾

側
に
廣
が
つ
た
ご
考
へ
ら
れ
、
西
経
注
を
否
定
す
る
王
氏

の
説
は
武
漸
に
失
し
、
我
々
は
首
肯
し
か
ね
る
。
　
『

　
華
山
の
陽
師
ち
上
洛
（
維
）
の
商
を
契
の
封
ぜ
ら
れ
た
商

國
こ
す
る
鄭
皇
甫
爾
…
氏
の
説
ご
並
べ
考
ふ
べ
き
は
契
の
語

源
で
あ
る
。
内
藤
博
士
の
績
王
亥
を
論
ず
る
に
當
り
鄭
玄

毛
詩
大
雅
及
び
周
禮
注
t
擦
り
契
師
ち
維
骨
の
灼
き
方
を

意
漏
す
る
ビ
し
、
般
入
の
契
を
以
て
氏
族
を
代
表
し
た
の

も
書
契
が
般
代
か
ら
初
ま
っ
た
こ
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
こ

し
た
の
は
面
白
い
見
方
で
あ
る
。
但
し
契
を
セ
ッ
ご
も
ヶ

イ
ご
も
讃
む
の
か
ら
考
ふ
れ
ば
鄭
玄
の
如
く
「
灼
」
の
三
昧

ご
す
る
よ
り
も
、
鄭
玄
以
前
の
呂
覧
の
「
契
舟
夕
影
」
こ
い

ひ
、
戦
即
戦
の
「
歴
朝
渉
之
脛
」
こ
い
ひ
、
荷
子
軽
四
篇
の

「
銀
而
舎
之
、
朽
木
不
朽
、
鍵
而
不
舎
、
金
石
可
鰻
」
ど
い

ふ
刻
む
意
昧
の
方
が
或
は
要
當
な
ら
ん
か
ご
威
ぜ
ら
れ
、

爾
ほ
ま
た
折
回
は
析
に
通
じ
、
剖
き
又
は
折
る
以
外
に
罰



特
の
契
師
ち
合
印
を
測
み
つ
け
て
二
分
置
る
憲
味
を
考
へ

得
る
。
縮
ト
に
用
み
る
文
字
よ
り
も
此
の
如
き
合
印
が
更

に
古
く
、
結
縄
に
代
へ
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
筈
ご
想
は
れ

る
。

　
上
洛
の
商
に
中
山
経
の
玄
庵
山
が
あ
っ
て
、
’
旧
卒
簑
古

記
（
憲
一
四
一
）
に
黄
帝
録
ご
い
ふ
道
書
を
引
き
黄
帝
が
玄

唇
山
上
に
在
っ
た
時
鳳
あ
り
圖
を
膨
ん
で
帝
の
前
に
至
り

帝
再
寂
し
て
之
を
受
け
た
ε
い
ひ
、
漏
水
に
礼
文
旧
版
を

引
き

　
倉
韻
爲
三
等
上
欄
、
登
陽
虚
之
山
、
臨
於
立
読
洛
納
之
水
、
、
鍵

　
魑
品
書
、
丹
甲
青
文
、
以
授
之
、

こ
い
ふ
爾
講
説
を
載
せ
て
み
る
。
是
は
河
圖
の
傳
説
ご
倉

頗
が
文
字
を
登
明
し
た
洛
書
の
傳
説
の
帥
話
化
し
た
も
の

で
、
取
り
留
め
の
な
い
説
話
に
は
過
ぎ
ぬ
が
、
般
頑
契
な

る
名
ε
書
契
こ
の
關
係
を
暗
示
す
る
如
く
見
え
て
面
白

い
。

　
水
経
注
（
憲
十
五
）
洛
水
の
「
又
北
横
干
河
」
の
注
に

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
殿
人
の
分
布
定
凱
ハ
の
径
路
に
就
い
て

　
黄
帝
束
巡
河
、
過
洛
脩
壇
面
壁
、
受
龍
圖
予
河
、
吉
書
予
洛
、

　
許
文
溢
泌
、
尭
帝
叉
射
流
河
洛
、
響
銅
邸
沈
、
…
…
…
立
題
員

　
書
、
背
甲
赤
文
成
字
、
嫁
灘
子
舜
、
舜
又
習
尭
禮
、
…
…
…
立

　
醜
員
書
至
予
三
下
、
榮
光
休
至
、
黄
龍
巻
甲
、
艀
綱
壇
眸
、
赤
．

　
文
録
錯
、
以
授
舜
、
舜
以
藤
禺
、
般
湯
東
観
干
洛
，
習
禮
尭
壇

　
四
壁
三
図
、
榮
光
不
起
、
蒲
魚
讐
躍
、
禺
濟
（
疑
當
作
膀
）
予
壇

　
黒
鳥
以
浴
、
随
魚
亦
上
、
凝
望
頸
玉
赤
勒
之
書
、
上
知
赤
文
之

　
題
也
、
湯
以
伐
桀
、

ご
い
ふ
。
鄭
道
元
は
何
丈
に
糠
つ
た
か
」
此
の
文
の
本
く

所
を
明
か
に
せ
諏
上
に
亦
た
同
じ
く
遣
家
の
附
歯
し
だ
艸

話
の
類
に
過
ぎ
澱
が
、
湯
が
東
洛
に
至
っ
た
後
に
桀
を
撃

つ
た
ご
い
ふ
の
か
ら
推
せ
ば
、
湯
の
先
王
の
居
に
三
っ
て

る
た
ε
い
ふ
毫
が
そ
の
西
で
、
或
は
鄭
玄
の
．
「
毫
今
河
南

下
師
縣
有
湯
壷
」
ビ
い
ふ
説
と
根
糠
を
同
じ
く
し
、
南
漢

頃
に
契
以
來
の
般
人
の
主
要
な
る
中
心
が
滑
洛
の
問
に
在

っ
た
と
い
ふ
下
説
の
行
は
れ
た
こ
ご
が
推
測
さ
れ
る
。

　
二
世
昭
明
の
居
遜
に
間
し
て
は
爾
書
正
嚢
胤
征
疏
に
世

本
の
「
昭
明
居
砥
石
」
こ
い
ふ
を
引
き
、
而
か
も
「
其
砥
石
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
　
（
　
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
殿
人
の
分
窟
ミ
奨
の
獲
酪
に
就
い
て

先
．
儒
無
言
、
不
知
所
在
し
こ
い
っ
た
が
、
王
氏
の
注
意
し

た
如
く
．
筍
子
（
憲
十
入
）
成
相
篇
に
尭
舜
禺
高
等
の
功
績

を
華
げ
た
次
に

　
契
玄
王
、
生
昭
明
、
居
於
砥
石
、
遷
於
商
、
　
（
楊
穂
注
云
砥
石

　
地
名
、
未
詳
所
在
、
或
高
師
砥
糞
也
）

ビ
い
ひ
、
楊
氏
は
或
は
砥
柱
な
ら
ん
ご
考
へ
た
。

　
今
案
す
る
に
陳
州
に
至
り
黄
河
に
入
る
中
山
経
年
水
の

水
源
地
た
る
簗
山
は
砥
柱
の
南
に
射
り
、
水
観
注
石
晴
水

も
そ
の
北
か
ら
出
る
。
石
弓
諸
共
に
古
音
相
通
じ
た
こ
す

れ
ば
砥
石
の
爾
字
中
の
頭
音
が
省
か
れ
た
ご
考
へ
得
ら
れ

而
か
も
後
世
此
の
急
流
が
砥
柱
ご
し
て
有
名
ε
な
っ
た
温

め
に
戦
國
時
代
の
砥
石
の
位
畳
が
不
明
と
な
っ
た
に
過
ぎ

ぬ
ら
し
い
。
王
氏
の
荷
子
砥
石
に
關
す
る
揚
掠
の
一
説
を

無
視
し
だ
の
は
蕃
を
山
東
に
求
め
ん
こ
し
だ
爲
め
に
起
つ

た
偏
見
ご
話
せ
ら
れ
る
Q

　
我
々
は
此
の
爾
地
名
に
並
べ
て
、
中
山
経
の
陽
華
山
か

ら
出
て
三
州
の
西
に
至
り
黄
河
に
入
る
譜
姑
水
（
漢
志
及

　
　
　
　
　
　
　
　
篁
一
號
　
　
　
　
入
　
（
　
　
入
・
）

ぴ
水
草
注
の
浮
氷
）
を
も
加
へ
て
、
糟
姑
ビ
い
ふ
緩
暑
ご

燭
商
の
轟
音
ご
互
に
蓮
じ
、
般
人
の
部
落
が
濡
水
下
流
か

ら
洛
水
々
源
に
亙
う
、
河
南
一
圓
に
散
布
し
た
こ
ご
を
推

知
し
得
る
ご
儒
す
る
。

　
第
三
世
相
土
に
至
り
商
丘
に
遷
っ
た
ビ
い
ふ
傳
説
は
左

傳
裏
公
九
年
宋
に
火
災
あ
っ
た
蒔
晋
侯
に
答
へ
た
士
溺
の

語
に

　
陶
唐
氏
之
明
正
闘
暴
発
商
丘
、
祀
大
火
、
而
発
御
照
破
、
相
土

　
因
之
、
故
等
質
大
火
、
．

ε
い
ひ
、
又
だ
昭
公
元
年
潜
侯
の
疾
に
就
い
て
ト
つ
て
實

竜
脳
馳
の
遡
り
ビ
い
ふ
も
吏
官
之
を
知
ら
す
し
て
、
叔
向

が
來
聰
し
た
鄭
の
子
産
に
問
ふ
た
時
に
、
之
に
答
へ
た
語

に　
背
高
辛
氏
有
二
子
、
伯
日
翌
月
、
季
日
春
情
．
居
干
瞳
林
、
不

　
相
能
也
、
日
尋
干
芙
、
以
相
征
討
、
后
帝
不
減
、
遷
闘
狛
予
商

　
丘
、
虫
辰
、
商
人
是
因
、
故
駅
商
星
、
遷
實
沈
予
大
夏
、
主
滲
、

　
馬
入
是
因
、
以
服
事
夏
商
、



こ
い
ふ
。
此
の
爾
文
の
前
者
の
杜
預
注
は
後
者
を
雪
ぎ

　
辰
大
火
也
、
今
爲
速
星
、
然
財
商
密
命
宋
也
、

と
い
ひ
、
後
者
の
杜
注
に
も
商
丘
を
宋
の
地
ご
し
た
。

　
爾
整
序
に
「
自
契
酒
淫
成
湯
雪
融
、
湯
始
隻
手
、
從
先

王
居
」
の
傳
に
「
入
遷
之
書
史
、
愚
見
四
」
ご
い
ひ
、
王
氏

は
そ
の
他
の
四
書
の
一
と
し
て
定
公
四
年
召
陵
の
會
に
祝

佗
の
鑓
弘
に
説
い
た
語
申
の
周
初
康
叔
を
般
雛
に
封
ず
る

に
當
り
「
取
粗
相
土
之
東
都
、
以
仁
王
之
束
蒐
」
ご
い
ふ
丈

か
ら
推
し
て

　
報
土
憶
見
、
曾
有
二
都
、
康
淑
取
其
東
都
、
以
會
墓
誌
束
蒐
、

　
則
當
在
実
勢
之
下
，
蓋
如
泰
山
西
里
爲
導
者
、
此
爲
東
都
、
則

　
三
郎
乃
其
西
都
突
」
昭
明
、
遷
事
後
、
相
土
野
東
砂
泰
山
下
、
後

　
復
飾
商
邸
，
是
四
遷
五
遷
也
、

こ
い
ひ
、
左
傳
の
東
都
を
國
都
の
義
に
解
し
て
、
相
土
が

商
丘
に
遷
り
泰
山
の
下
に
遷
っ
た
後
う
轟
ぴ
商
丘
に
蹄
つ

た
ピ
し
て
、
三
世
の
間
に
五
遜
を
数
へ
ん
こ
し
だ
。

　
今
按
す
る
に
此
の
王
氏
の
説
は
左
翼
の
都
の
字
義
を
無

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
、
回
漕
　
股
人
の
分
布
亡
詫
ハ
の
径
路
に
就
い
て

籍
す
る
も
の
で
、
假
り
に
相
番
の
時
に
都
城
の
髄
あ
り
こ

し
て
も
、
そ
の
官
製
の
H
邑
を
意
昧
す
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら

相
土
が
國
都
を
遷
し
た
ε
は
絆
し
難
い
の
で
あ
る
。

　
王
氏
は
今
本
竹
書
紀
年
の
帝
芥
三
十
三
年
般
に
蓬
り
、

孔
甲
九
年
復
た
商
丘
に
露
つ
た
ご
の
文
を
探
り
、
以
て
他

の
二
遷
こ
し
、
湯
の
毫
に
遷
っ
た
ご
共
に
八
遷
の
数
に
充

た
し
た
。

　
之
を
要
す
る
に
王
氏
の
重
宝
土
の
居
慮
を
山
束
河
南
の

聞
に
在
り
ご
す
る
説
に
は
我
々
は
賛
成
し
難
く
、
我
々
は

契
ご
昭
明
の
居
虚
に
饗
す
る
傳
説
を
華
山
の
周
邊
か
ら
河

重
壁
の
般
人
の
古
い
部
落
の
散
布
し
た
上
古
の
状
態
を
語

る
も
の
こ
解
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
〇

　
　
　
　
四

　
國
號
ビ
し
て
の
商
に
就
い
て
も
諸
説
青
々
で
、
胤
征
篇

末
の
受
認
に
湯
以
前
の
遷
都
に
愉
し
て

　
自
契
酒
湯
、
諸
侯
之
國
、
占
得
撒
遷
都
者
、
蓋
西
園
王
命
之
使

　
遷
、
至
湯
乃
坐
商
爲
天
下
號
、
則
都
雄
撒
遷
、
商
略
不
改
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
　
（
　
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
殿
人
の
分
窟
嘘
其
の
径
路
に
就
い
て

ご
い
ひ
、
又
た
「
湯
浦
居
毫
、
從
先
王
居
」
の
孔
傳
に

　
契
父
帝
掲
都
皐
，
湯
宿
平
丘
蓬
焉
。
歴
日
從
先
王
房
、

ご
い
ふ
を
駁
し
て
．

　
孔
言
湯
里
十
型
遷
焉
、
海
相
土
之
居
商
丘
、
其
文
見
於
左
傳
、

　
因
之
言
多
年
丘
徒
耳
、
此
雷
不
必
然
也
、
何
丸
善
土
契
之
孫
也
、

　
自
契
至
湯
凡
八
遷
、
若
相
山
善
湯
、
都
遽
不
通
、
堂
契
至
相
土
、
“

　
三
世
而
七
遷
也
。
相
土
至
湯
、
必
更
遷
都
、
但
ス
・
知
湯
從
何
地

　
而
遷
毫
耳
、
必
不
從
商
丘
遷
也
，

ε
辮
じ
淀
次
に
、
毫
の
位
置
を
論
じ

　
鄭
立
者
即
今
河
南
轡
師
縣
、
有
湯
亭
、
漢
書
音
義
臣
磯
者
云
湯

　
居
毫
，
今
潜
翠
嵐
縣
是
也
、
今
蒐
有
湯
塚
、
已
氏
有
伊
ヂ
塚
、

　
杜
預
云
梁
國
早
業
北
有
嵩
置
、
城
中
有
成
蝦
蟹
、
奨
西
叉
有
伊

　
サ
塚
、
皇
甫
誰
云
孟
子
稽
幽
居
毫
、
與
葛
爲
隣
、
葛
伯
不
祀
、

　
湯
一
毫
衆
爲
之
耕
、
葛
師
今
梁
國
寧
陵
之
本
郷
也
、
著
湯
居
櫃

　
師
、
国
難
陵
八
百
飴
里
、
浮
嚢
民
駕
之
耕
乎
，
毫
今
梁
國
穀
熟

　
縣
是
也
，
諸
読
不
同
、
未
知
熟
計
，

ご
い
ひ
、
鄭
皇
講
説
の
當
否
決
定
を
踏
継
し
た
。

　
孔
穎
達
は
國
號
に
醸
し
て
諸
公
九
年
「
關
伯
居
商
丘
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
〇
　
（
　
一
〇
）

疏
に
繹
例
を
引
い
て
「
宋
超
絶
丘
三
瀬
一
町
、
梁
國
離
陽
、

庸
主
」
こ
い
ひ
、
そ
の
次
の
「
相
土
因
之
、
故
商
主
大
火
」

の
疏
に
鄭
皇
服
王
四
氏
の
説
を
列
聡
し
て

　
如
鄭
立
意
、
契
房
上
洛
之
商
、
至
粗
土
而
遷
於
宋
之
商
、
及
湯

　
有
天
下
、
違
取
契
所
封
簡
、
以
儒
一
代
大
島
、
服
慶
云
相
土
居

　
商
丘
、
故
湯
以
爲
天
下
號
、
王
謹
書
序
注
云
養
育
相
土
居
商
丘
、

　
故
湯
以
儒
國
號
、

ご
い
つ
π
次
に

　
案
詩
述
后
穫
云
師
君
部
家
室
、
蓮
契
云
天
命
立
鳥
↓
隆
爺
生
商
、

　
師
穫
封
部
而
愛
猫
商
也
．
若
契
之
居
商
師
是
商
戦
、
則
契
巳
居

　
之
、
不
得
相
土
嚢
闘
伯
也
、
礎
質
有
商
地
、
賢
母
之
爲
商
、
不

　
是
因
相
土
夷
、
秘
経
題
言
商
、
未
藁
囲
商
要
職
、
繹
例
云
宋
之

　
先
契
愚
母
虞
弓
勢
商
、
武
王
墨
差
子
啓
爲
宋
公
、
都
商
丘
、
是

　
同
鄭
玄
説
也
、
傳
言
忌
主
大
火
、
軍
糧
湯
壷
、
宋
王
大
火
耳
、

　
成
湯
不
主
火
也
、
宋
是
商
調
、
謂
宋
爲
商
．
昭
八
年
傳
日
自
根

　
牟
至
干
商
衛
是
名
論
爲
商
弓
返
、
嘉
例
日
商
宋
一
地
」
謂
此
商

　
也
．
盛
土
商
之
組
者
、
是
湯
之
組
、
再
製
之
貸
元
、
尭
封
闘
伯

　
於
愚
闇
、
比
血
相
土
、
慮
歴
撒
世
、
故
曝
露
闘
伯
之
後
、
居
商



　
　
丘
、
祀
大
火
也
、

－
ビ
い
ひ
、
急
追
が
叉
た
商
こ
も
呼
ば
れ
だ
る
を
傳
文
に
擦

り
謹
明
し
、
般
人
の
國
が
契
よ
り
微
子
以
後
に
至
る
ま
で

常
に
商
で
通
用
し
た
も
の
こ
し
て
之
を
解
せ
ん
ε
し
た
Q

　
王
氏
は
集
林
（
恕
十
二
）
説
商
の
章
に
孔
穎
達
疏
に
從
ひ

宋
商
商
丘
の
三
名
一
地
誌
を
是
認
し
、
商
の
國
號
を
地
名

に
痛
く
こ
し
、
湯
以
後
此
の
國
號
が
出
來
淀
後
に
國
都
が

遷
っ
て
も
常
に
商
ご
糊
し
た
ご
考
へ
淀
Q
王
氏
は
羅
叔
言

（
振
回
）
の
般
虚
契
考
繹
序
に
い
ふ
如
く
、
文
皇
帝
乙
の
間

彰
徳
府
湯
陰
縣
の
般
嘘
に
み
だ
頃
の
磨
墨
文
字
に
商
に
入

る
ご
い
ふ
文
あ
る
も
、
般
の
字
が
一
も
見
當
ら
訟
の
を
、

國
都
の
場
之
が
異
っ
て
も
國
號
は
愛
ら
な
ん
だ
謹
こ
し
、

孔
疏
に
い
ふ
如
く
宋
に
至
る
も
爾
ほ
股
人
の
國
を
商
ご
呼

●
ぴ
、
後
入
之
ご
天
下
を
有
つ
商
ピ
を
匪
利
せ
ん
が
止
め
に

宋
ご
謂
ふ
の
み
ざ
断
定
し
た
。

　
今
按
す
る
に
實
沈
重
伯
に
間
す
る
傳
説
は
夏
般
爾
民
族

が
共
に
帝
轡
高
辛
氏
か
ら
分
れ
て
南
北
に
移
住
し
た
こ
ビ

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
股
人
の
分
霜
定
其
の
径
路
に
就
い
て

を
語
る
も
の
ご
し
て
面
白
き
も
、
是
か
ら
出
乏
し
て
宋
國

の
商
丘
を
考
定
す
る
に
は
籐
り
に
有
力
で
な
い
。
然
れ
ざ

も
是
に
櫨
　
り
閥
伯
の
移
住
地
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
我
々
は

初
め
こ
子
共
に
瞬
林
に
居
た
の
が
南
北
に
分
れ
た
ご
い
ひ

實
沈
は
唐
叔
虞
の
封
せ
ら
れ
淀
軍
水
流
域
に
在
り
ご
す
れ

ば
、
…
閲
伯
が
移
っ
た
先
も
契
の
み
た
ご
い
ふ
上
雛
商
に
近

き
漢
江
支
流
屠
腹
の
流
域
に
在
る
商
於
の
地
の
邊
に
求
め

る
の
も
一
案
た
る
べ
く
、
於
閥
古
習
相
通
じ
た
と
考
へ
得

ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
堕
林
は
何
虚
を
意
面
す
る
か
を
考
ふ
る
に
、
穆
天
子
傳

西
膜
（
薄
塗
ち
毫
）
に
般
入
の
同
宗
民
族
が
居
π
事
象
か
ら

観
て
、
西
方
の
沙
漠
邊
縁
地
帯
を
意
味
す
べ
く
、
又
だ
其

露
に
關
氏
胡
な
る
一
部
族
も
居
る
か
ら
、
關
伯
の
傳
説
は

中
亜
に
居
だ
股
人
文
先
に
行
は
れ
π
趨
源
の
古
い
も
の
た

る
を
察
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
支
那
本
部
に
來
住
し
た
後
に
此
の
傳
説
が
般
人
の

部
落
に
行
は
れ
た
ε
す
れ
ば
、
宋
國
商
丘
に
限
ら
れ
る
筈

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
一
　
（
　
一
　
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
駿
入
の
分
窟
芝
跳
ハ
の
径
路
に
就
い
て

な
く
、
我
々
は
商
於
が
上
野
商
に
近
い
一
傳
説
地
た
る
の

み
な
ら
す
、
閥
氏
胡
の
［
部
落
な
ら
ん
ε
推
定
し
て
も
よ

い
ε
信
ず
る
。

　
此
の
如
く
推
究
し
來
れ
ば
閥
伯
の
居
慮
に
寸
土
が
移
つ

元
と
い
ふ
傳
説
は
濡
洛
漢
三
水
の
間
に
股
人
の
部
落
が
旧

く
散
布
し
て
勢
力
を
嬢
大
し
た
事
實
を
意
見
し
、
毛
詩
商

碩
長
登
篇
に
「
相
土
烈
烈
、
海
外
金
蔵
」
こ
い
ひ
、
毛
傳
及

び
郵
玄
が
之
を

　
相
撃
契
孫
也
、
烈
烈
威
也
，
箋
補
導
整
齊
也
，
相
土
居
夏
后
之

　
世
、
承
契
之
業
、
入
爲
王
官
之
伯
、
出
，
長
諸
侯
、
其
威
武
之
盛

　
烈
烈
然
、
四
海
回
外
率
服
、
蔵
爾
整
齊
、

ご
解
し
π
の
は
邸
ち
此
の
西
土
に
關
す
る
傳
説
ご
一
致
す

る
も
の
で
あ
る
Q
故
に
宋
國
商
丘
に
般
入
の
部
落
が
出
來

た
蒔
に
同
じ
く
相
土
の
造
説
が
其
事
に
行
は
れ
る
の
も
當

然
な
り
ご
同
時
に
、
其
腱
を
般
人
の
故
露
都
ご
限
定
し
得

な
い
Q

　
周
武
王
が
股
赫
に
克
つ
元
後
に
微
子
を
宋
に
封
じ
π
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
「
鞍
　
　
　
　
「
二
　
（
＝
一
）

を
此
庭
の
み
が
毅
人
の
憩
先
の
居
慮
で
あ
っ
た
爲
め
で
あ

る
ご
解
し
難
く
、
立
雛
独
白
篇
を
除
い
元
周
書
を
観
る
も

般
人
の
部
落
（
國
）
が
鋼
る
慮
に
在
っ
て
特
に
洛
邑
の
近
傍

に
多
く
の
般
人
が
居
た
形
跡
が
明
か
で
、
周
が
西
方
か
ら

起
っ
て
此
際
を
天
下
の
中
ご
定
め
て
諸
侯
を
會
合
す
る
行

政
上
の
首
府
と
し
た
意
味
は
股
入
の
制
駁
が
そ
の
主
要
な

る
目
的
で
あ
っ
淀
ご
察
せ
ら
れ
る
。
穆
天
子
傳
を
護
む
に

成
康
昭
三
四
世
百
年
間
周
王
は
常
に
濡
洛
の
間
を
往
來
し

若
く
は
北
爆
が
大
同
と
洛
陽
ご
の
爾
部
を
置
き
、
清
朝
の

奉
天
ε
北
京
ご
の
旧
都
を
麗
い
た
の
ε
趣
を
一
に
し
た
事

實
を
畿
見
す
る
の
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
商
ご
い
ふ
地
名
が
國
號
ご
な
っ
た
ピ
し

て
も
、
そ
の
地
黙
が
必
し
も
宋
國
南
丘
と
限
定
し
難
い
。

王
氏
は
湯
の
仁
淀
毫
も
是
で
あ
る
こ
し
た
が
我
々
は
未
だ

首
肯
し
能
は
澱
。

　
我
々
は
虚
々
に
毫
こ
い
ひ
商
ご
い
ふ
地
名
が
あ
る
爲
め

に
、
仁
人
の
美
都
の
位
概
を
確
知
す
る
に
困
難
を
戚
す
る



が
、
そ
の
由
て
集
る
所
は
爾
…
客
選
に
國
家
の
形
態
に
獲
達

す
る
過
程
に
在
っ
た
部
落
を
意
味
す
る
普
通
名
詞
た
る
關

係
に
在
る
ご
信
ず
る
。
我
々
は
般
人
の
小
邑
が
毫
大
邑
が

商
ご
呼
ば
れ
π
こ
す
る
も
の
で
、
其
の
天
下
を
統
…
し
た

後
に
は
絡
に
國
都
を
商
ご
呼
ぶ
こ
ご
＼
な
り
、
般
嘘
竈
卜

丈
に
屡
見
え
る
「
入
商
」
こ
い
ふ
語
は
蟻
塚
に
蹄
る
を
意
味

し
た
ご
考
へ
た
い
。

　
術
ほ
羅
氏
は
鶉
卜
文
に
般
の
字
が
見
當
ら
す
し
て
「
入

商
」
こ
い
ふ
語
あ
る
に
よ
）
、
文
士
以
後
股
擁
に
遷
っ
て

も
國
號
は
商
で
あ
っ
だ
機
に
考
へ
て
る
る
が
、
元
來
國
號

は
邦
國
が
封
饗
す
る
場
合
に
互
に
匿
覚
す
る
必
要
か
ら
自

か
ち
爾
す
る
も
の
で
、
支
那
の
帝
王
の
如
く
天
下
四
海
の

内
賓
服
せ
ざ
る
な
し
ご
回
す
る
場
合
に
は
こ
の
必
要
は
全

く
な
い
か
ら
、
從
っ
て
金
石
文
に
出
ぬ
課
で
あ
る
。
是
は

秦
始
皇
の
統
一
後
に
瑛
郡
皇
に
立
て
た
頚
文
に

　
維
秦
王
兼
有
天
下
、
立
名
爲
皇
帝
，
云
々
、

ご
い
ふ
に
明
か
で
、
・
後
世
の
如
く
大
回
と
か
大
留
ご
か
い

　
　
　
第
十
三
魯
　
　
研
　
究
　
　
漁
人
の
分
旛
ミ
翼
の
穫
路
に
就
い
て
’

ふ
の
も
前
朝
ご
匿
別
す
る
以
外
の
意
味
が
な
い
ご
謂
ひ
得

る
。
三
代
に
有
夏
有
商
の
名
あ
る
の
は
畢
寛
後
代
が
前
代

を
匿
逸
す
る
短
め
呼
ぶ
も
の
で
、
周
代
名
鐘
に
國
號
の
見

質
ら
澱
理
由
も
是
に
在
る
謬
　
で
あ
る
。
，
故
に
般
人
が
自
か

ら
何
ん
ご
呼
ん
だ
か
ご
い
ふ
詮
索
の
手
掛
り
の
容
易
に
得

ら
れ
ぬ
の
は
怪
む
に
足
ら
ぬ
。
毛
二
更
頒
の
「
天
命
玄
鳥
、

降
三
生
商
、
宅
般
土
芒
芒
」
ε
い
ふ
交
を
初
め
ご
し
、
詩

書
爾
聖
跡
に
画
商
署
名
が
交
互
錯
雑
し
て
見
え
る
の
を
後

世
の
例
か
ら
律
し
て
一
定
の
正
し
い
鞍
掛
を
決
定
す
る
こ

ε
は
或
は
不
可
能
な
ら
ん
ご
想
は
れ
る
。

　
次
稿
に
商
毫
股
等
の
語
源
及
び
普
通
名
詞
ご
し
て
の
字

義
を
明
か
に
し
、
先
周
文
化
の
揺
畑
地
に
書
す
る
私
見
に

論
及
す
る
積
で
あ
る
。第

一
號

一
三
　
（
　
一
三
）


